
2014年（平成26年）６月２日（月）

　 

　

日/（曜日）

農地調査、調整業務
担い手への斡旋

赤土を対策する農家の支援

赤土流出対策コーディネーターの育成
環境保全についての啓発活動
赤土ザウルス絵本の配布
雑穀類（蕎麦、大豆、麦）の調査、
支援活動、沖縄在来種大豆の保存

　

　

1,800,000

２人
（賃金職員）

２人
（賃金職員）

１人
（賃金職員）

100,005,600

806,872

事　　業　　名 事業費（円） 職員数

5,297,000

19,903,000

平成２６年度　　　取組事業

機構支援集積事業
農業委員会交付金事業

　基盤整備法利用権設定（5月１３日臨時総会)議案第７７号 1 可

件数 可・否

1 可議案第７８号 　　基盤整備法利用権設定について

１８（水）

第１４期　第３４回総会議題結果報告（平成２６年５月２６日開催）

耕作放棄地再生利用緊急対策
交付金事業

耕作放棄地農地の解消

沖縄の自然環境に配慮した農
業活性化事業

赤土週出問題に関する環境教
育の実施

１０（火）

件　　　　　　　　　　　　　　名

業　　務　　内　　容

沖縄県畑作物連絡協議会

☎０９８０－４４－３４７７

耕
作
さ
れ
た
元
気
な
畑
か
ら
村
の
未
来
が
見
え
ま
す

。

11日～
１７日

農
業
委
員
会
だ
よ
り

申請農地現地調査

大
宜
味
村

平成26年 6月 2日（月 ）

（20号）

土壌保全の日

内　　　容

編集・発行　大宜味村農業委員会

５（木）

第35回農業委員会総会

執行部会及び議案書作成

農業委員会　６月予定表

２５(水)

申請書提出期日

購読料 ： 月額600円

年間購読7.200円
発 行 ： 毎週金曜日
申込み ： 農業委員会事務局
連絡先 ： 44-3477 担当：宮城

平
成
26
年
度
の
大
宜
味
村
青

年
就
農
給
付
金
事
業
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
45
歳
未
満
の
就

農
５
年
以
内
の
農
業
者
に
対
し

独
立
自
営
の
農
業
を
頑
張
っ
て

い
る
地
域
の
担
い
手
に
対
し
年

間
１
５
０
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
以
下
の
３
会

場
に
お
い
て
、
事
業
説
明
を
行

い
ま
す
の
で
、
都
合
の
良
い
日

時
で
、
多
く
の
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
大
宜
味
村

シ
ー
ク
ヮ
ー

サ
ー
産
地
振
興

協
議
会
】

シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
の
生
産
安
定
と
生

産
者
の
所
得
向
上
を
目
的
と
し
、
村
内

で
生
産
を
し
て
い
れ
ば
住
所
が
村
外
で

も
入
会
で
き
ま
す
の
で
多
く
の
農
家
さ

ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※

今
後
は
村
で
行
っ
て
い
る
堆
肥

購
入
補
助
、
防
除
薬
剤
補
助
及
び

生
産
助
成
金
の
補
助
事
業
の
う
ち

シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
生
産
者
に
対
し

て
は
協
議
会
で
行
い
ま
す
。

入
会
の
メ
リ
ッ
ト

①
会
員
へ
の
堆
肥
購
入
補
助
（
み

の
り
50
％
、
そ
の
他
の
堆
肥
等

20
％
）
防
除
薬
剤
購
入
補
助
を
行

い
ま
す
。

②
低
木
化
仕
立
て
等
の
栽
培
技
術

向
上
の
現
地
講
習
会
や
災
害
対
策

や
病
害
虫
対
策
な
ど
の
情
報
を
会

員
の
皆
様
へ
発
信
し
ま
す
。

③
住
所
が
村
外
の
方
で
も
協
議
会

会
員
で
あ
れ
ば
有
望
品
種
の
接
木

苗
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

去
っ
た
５
月
26
日
（
月
）
大
宜

味
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
て

「
平
成
26
年
度
大
宜
味
村
施
策
説

明
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず

約
１
２
０
名
ほ
ど
の
住
民
の
方
の

参
加
が
あ
り
、
大
宜
味
村
農
業
委

員
は
、
６
名
が
参
加
し
村
へ
の
提

案
等
を
行
っ
た
。

フ
ロ
ア
ー
か
ら
は
、
オ
ク
ラ
レ

ル
カ
等
、
村
の
観
光
資
源
の
取
組

方
針
に
つ
い
て
の
質
問
が
出
さ
れ

た
。

平
良
晋
委
員

①
行
革
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
中
、

村
の
担
当
部
署
で
あ
る
「
課
」
を

大
課
性
（
課
を
少
な
く
す
る
）
に

見
直
せ
な
い
か
、
そ
の
事
に
よ
り

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
繋
が
る
の
で
は

な
い
か
。

②
堆
肥
補
助
金
は
農
家
に
と
っ
て

も
助
か
っ
て
い
る
、
持
続
し
農
家

支
援
に
努
め
て
欲
し
い
。

①
６
月
５
日
（
木
）

喜
如
嘉
公
民
館

②
６
月
６
日
（
金
）

塩
屋
公
民
館

③
６
月
９
日
（
月
）

役
場
第
２
会
議
室

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
開
催
。

問
合
せ
先
：

大
宜
味
村
産
業
振
興
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
８
０

(

４
４)

３
２
３
２

担
当
：
住
秀
和
（
農
政
係
）

環
境
保
全
型
農
業
で
村
の
活
性
化
を
目
指
し

「
癒
や
し
の
村
づ
く
り
」

平成２６年度 大宜味村施策説明会

【
青
年
就
農
給
付
金
事
業
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
】

申
込
期
間

日
時
：
平
成
26
年
５
月
15
日

（
木
）
～
６
月
13
日
（
金
）

入
会
資
格
：

①
現
在
、
村
内
の
園
地
に
お
い

て
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
を
生
産
し

て
い
る
方
。

②
協
議
会
の
規
約
や
趣
旨
に
賛

同
し
、
生
産
量
調
査
に
協
力
で

き
る
方
。

会
費
：
１
万
円(

申
込
書
の
提
出

時
に
直
接
払
い
か
口
座
振
込
）

申
込
方
法
：
各
公
民
館
、
Ｊ
Ａ

大
宜
味
支
店
及
び
役
場
に
置
い

て
あ
る
「
入
会
申
込
用
紙
」
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
大
宜

味
村
役
場
産
業
振
興
課
窓
口
に

提
出
し
て
下
さ
い
。

問
合
せ
先
：

大
宜
味
村
産
業
振
興
課

電
話
：
０
９
８
０(

４
４)

３
２
３
２

担
当
：
住

秀
和
（
農
政
係
）

会
員
募
集
中
！

宮
城
保
幸
委
員

①
お
お
ぎ
み
道
の
駅
を
村
の
農
家

の
販
路
先
と
し
て
整
備
し
て
欲
し

い
、
村
は
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用

す
る
の
か
等
両
委
員
が
質
問
し
た
。

村
か
ら
は
施
策
を
含
め
丁
寧
に
説

明
が
あ
っ
た
、
村
の
施
策
は
住
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
今
後
の
取
組
に
期
待

し
た
い
。

農
業
委
員
会
の
方
針

１
、
儲
か
る
農
業
の
推
進
。

２
、
活
力
あ
る
元
気
な
農
業
者
の

育
成
、
支
援
。

３
、
農
業
委
員
会
活
動
の
「
見
え

る
化
」
に
努
め
る
。

職
員
募
集
！

職

種
：
農
地
調
査
委
員

（
パ
ソ
コ
ン
可
能
な
方)

募
集
人
数
：
３
人

募
集
期
間
：
６
月
16
日(

月)

～

27
日(

金)

※

７
月
１
日
か
ら
の
採
用
で
す
。

問
合
せ
は
、
農
業
委
員
会
へ



2014年（平成26年）６月２日（月）

「お
お
ぎ
み

き
ら
り
！
」

農
村
の
灯
台
と
な
れ
！

平成26年度１４期３４回執行部会 総会

で議題となる申請書を審査します。

h26.５.１５(木)

はじめまして、

この度、大宜味村の塩屋に夫婦で引っ越してき

ました。

農業大学校を卒業し現在マンゴーを主力に栽培

をおこなっています。

６次産業化を図り、規格外のマンゴーやタンカ

ンでジャムを作り販売をしています。

名護市で「小さな農家の小さなカフェ」
３６９farmcafe(みるくふぁーむカフェ)でマ
ンゴーを使ったかき氷、焼きプリンパイが人気
です。

新天地にて、楽しく豊かな心を持って夫婦で頑

張っていきたいと思います。
どうぞよろしくお願いします。

堀之内 博文・美耶子

農業生産法人について

勉強会の開催
平成26年5月13日（火）

大宜味村には農業生産法人が

現在４箇所ある。今後農地制度

が変わり大宜味村に於いても

法人の立ち上げが増えるもの

と予想される。当日は、他市町

村農業委員関係の職員等の参

加もあり、県農業会議、県北部

農林水産センター職員と意見

交換した

農地の確定は相続者の相関図作成から始めます。

それにより誰に相続権があるか確定されます。

※講師：山城 清臣

大豆愛好会定例会（県畑作物連絡協議会) H26．５．１４（水）

塩屋区の「大豆愛好会」のメンバー大豆栽培の状況や収穫について、

又、H２６年度行事計画等を話しあいました。

農
地
調
査

申
請
さ
れ
た
農
地
に
つ

い
て
、
農
業
委
員
が
事

前
に
調
査
を
行
い
報
告

書
を
ま
と
め
ま
す
。

農
業
委
員
の
大
切
な

お
仕
事
で
す
。

喜
如
嘉
区
担
当

前
田
貞
夫
委
員

平良晋（職務代理）

現在抱えている

課題を一緒に学

びましょう

農地は誰のも

の？

相続の手続き

は、親からの宿

題です。

農地各種申請を１件１件丁寧に審議します。
農地として有効活用してくれるのか？農家
の利益に繋がるか真剣に話し合われます。

平成２６年１４期３４回総会

平成26年５月２６日（月）


